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ている。その成果を、平成１６年１２月に主論文「Palladium-Catalyzed Nucleophilic Allylation of 








































的に評価の高い Angewandte Chemie International Edition に掲載された。 第 3章の内容について
はアメリカ化学会の速報誌 Organic Lettersに掲載された。第４章の内容については、総合論文として
投稿準備中である。 
その他、修士の時に発表した関連する論文として国際誌 Tetrahedron Letters (Pergamon Press)
に２編を報告している。 
 
以上のように本論文は遷移金属触媒化学、有機合成化学の進歩に大きく貢献するものであると認
め、博士（工学）の学位に値するものとして合格と判定した。 
 
